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私の視点
天城山の懐に抱かれた「昭和の森会館」
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美しい森林づくり
効率的な作業システムの普及と間伐材の利用拡大

販売課 課長補佐 神 長 茂 



美
し
い
森も

林り

づ
く
り

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
と
し
て
間
伐
を
積
極
的
に
進
め

る
と
と
も
に
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
じ
っ

た
森
林
や
伐
採
ま
で
の
期
間
を
通
常
の
倍

程
度
と
す
る
森
林
の
造
成
な
ど
多
様
な
森

林
づ
く
り
を
推
進
し
な
が
ら
、
森
林
が
持

つ
水
源
涵
養
や
国
土
保
全
等
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
適
切
な
森
林
整

販
売
の
協
定
締
結
推
進
な
ど
と
と
も
に
、

公
共
工
事
で
の
使
用
等
を
積
極
的
に
進
め
、

一
般
材
か
ら
小
径
材
ま
で
間
伐
材
の
利
用

拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
多
く
の
製
材
工
場
で
、
乾

燥
施
設
に
木
屑
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
て
お

り
、
工
場
か
ら
は
チ
ッ
プ
原
料
が
出
に
く

い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、
今
後
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
や
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
な

ど
の
燃
料
と
し
て
林
地
残
材
も
注
目
度
が

増
し
て
く
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、

伐
採
跡
地
の
林
地
残
材
（
端
材
・
梢
端
部

等
）
の
販
売
に
つ
い
て
も
試
験
的
な
取
組

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
し
て
、
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
間
伐
材
の

有
効
利
用
を
図
り
な
が
ら
森
林
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

生
産
性
の
向
上
に
向
け
、「
簡
易
な
耐
久
性

の
あ
る
作
業
路
作
設
」
の
技
術
習
得
を
目

的
と
し
た
現
地
検
討
会
を
18
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
10
月
１
日
（
水
）、
局
主
催

で
新
潟
県
内
を
対
象
に
、
県
の
民
有
林
担

当
者
、
森
林
組
合
関
係
者
、
請
負
事
業
体
、

森
林
管
理
署
職
員
等
１
２
０
名
の
参
加
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
署
主
催
や
流

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
等
で
実
施

し
て
お
り
、
路
網
を
作
設
す
る
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。（
今
後
の

現
地
検
討
会
等
の
予
定
は
、
販
売
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。）

間
伐
材
等
を
安
定
的
に
販
売
す
る
た
め
、

地
域
の
市
場
へ
の
委
託
販
売
、
シ
ス
テ
ム

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
近
、
外
材
に
依
存
し
て
い
た
合
板
・

集
成
材
メ
ー
カ
ー
が
、
ロ
シ
ア
の
原
木
輸

出
関
税
の
引
き
上
げ
な
ど
を
見
込
ん
で
、

国
産
材
に
シ
フ
ト
を
進
め
て
お
り
、
国
有

林
・
民
有
林
か
ら
製
材
工
場
等
へ
の
安
定

的
な
木
材
供
給
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
間
伐
等
の
生
産
コ
ス

ト
を
下
げ
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
収
支

差
を
確
保
し
、
林
業
生
産
活
動
に
活
力
を

与
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
当
局
で
は
、
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
な

作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
や
間
伐
材
の
利
用

拡
大
、
列
状
間
伐
の
推
進
等
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

素
材
生
産
コ
ス
ト
の
縮
減
、
林
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
、
路
網
と
高
性
能
林

業
機
械
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

販
売
課 

課
長
補
佐

神 

長

  

茂

効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
と

間
伐
材
の
利
用
拡
大

林地残材の整理・販売

洗越し作設の検討状況

間伐材（小径木）の大ロット販売

   

低
コ
ス
ト
・
高
効
率
な

作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及

  

間
伐
材
の
利
用
拡
大
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赤谷プロジェクト近況報告赤谷プロジェクト近況報告

赤谷森林環境保全ふれあいセンター

地元小学生へ森林環境教育	
10月21日（火）、みなかみ町立新治小学校６年生の三

国街道ハイキングに赤谷プロジェクト地域協議会と赤谷セ
ンターも同行し、三国街道の歴史の解説、自然観察、赤谷
プロジェクトの動物調査の説明などを行いました。

当日は、80名近い児童が参加し、天気も良く絶好のハ
イキング日和の中、三国峠の新潟県側を出発し、権現清水
では水を育む森林の働きについて、三国峠では上杉謙信の
関東出兵などで歴史上重要な位置づけを持っていた三国街
道の話や、森林限界と豪雪のことなどについて、地域協議
会の方が解説を行いました。

赤谷センターでは、赤谷プロジェクトの概要とともに、
センサーカメラによる動物の生態調査について解説し、下山途中で
実際にセンサーカメラを設置してもらいました。

新治小学校は、今年４月に猿ヶ京小学校と合併しましたが、旧猿
ヶ京小学校の生徒は以前にもセンサーカメラを設置した経験があ
り、生徒同士で教え合う光景も見られました。
  １ヶ月程経って、センサーカメラを回収しますが、どんな動物が
写っているか楽しみです。これを機会に多くの子供たちが地元の自
然に関心を高めてもらうことを期待します。

三国峠は見事な紅葉でした

センサーカメラ設置

「赤谷の森」で自然散策	
10月19日（日）、一般の方を対象として赤谷センターが主催する

「赤谷の森」自然散策を開催しました。
当日は県内から約20名が参加し、秋の「赤谷の森」に親しんで

いただきました。
これは、赤谷センターが取り組んでいる環境教育の一環でもあり、

現地へ向かう車中で赤谷プロジェクトの取組についてセンター所長
から説明した後、小
出俣林道を往復６
km程散策していた
だきました。

歩きながら「赤谷の森」の特徴や森林と動物の共生、目に
した植物の説明等を行いました。

また、カラマツの漸伐試験地では、科学的根拠に基づいて
「赤谷の森」の人工林を天然林へ移行していくための調査研究
や自然再生への取組について説明しました。

小出俣林道がある「小出俣エリア」は、植生管理と環境教
育のための研究や教材開発と実践の場として、今後も積極的
に活用を図っていきたいと考えています。

センター職員による植物の説明

手をつないで大カツラの大きさを実感
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﹇
白
河
支
署
﹈
10
月
１
日 （
水
）、
白
河
市
表

郷
の
「
お
も
て
ご
う
里
山
ク
ラ
ブ
」
と
当

支
署
は
「
遊
々
の
森
」
の
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

協
定
箇
所
は
、
白
河
市
表
郷
番
沢
木
戸

ヶ
入
国
有
林
内
で
面
積
は
46
㌶
で
す
。

こ
の
場
所
は
ナ
ラ
を
主
体
と
し
た
天
然

林
で
あ
り
、
山
頂
一
帯
は
古
来
よ
り
「
天

狗
山
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
お
り
、
遊
々

の
森
も
「
お
も
て
ご
う
天
狗
の
森
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
地

域
の
小
・
中
学
生
や
地
元
住
民
へ
の
林
業

体
験
や
森
林
観
察
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

森
林
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め

の
森
林
環
境
教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

当
支
署
管
内
で
は
、
平
成
15
年
に
天
栄

村
と
西
郷
村
、
平
成
18
年
に
古
殿
町
と
同

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
今
回
が
４
ヶ
所

目
の
締
結
と
な
り
ま
す
。

支
署
と
し
て
も
様
々
な
形
で
活
動
団
体

と
連
携
・
協
力
し
活
動
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。（広

報
連
絡
官

阿
久
津
文
彦
）

﹇
日
光
署
﹈
10
月
10
日
（
金
）、「
メ
イ
プ
ル

ヒ
ル
ス
キ
ー
場
」
の
ゲ
レ
ン
デ
跡
地
に
お

い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
荒
廃
地
の

復
旧
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
12
年
に
ス
キ
ー
場
が
閉
鎖
さ
れ
、

８
年
経
過
し
た
ゲ
レ
ン
デ
跡
地
は
、
カ
ラ

マ
ツ
等
の
天
然
更
新
に
よ
る
植
生
回
復
が

広
範
囲
に
み
ら
れ
る
一
方
、
２
㍍
に
達
す

る
洗
掘
や
、
表
土
が
流
出
し
て
裸
地
化
し

た
箇
所
が
生
じ
て
い
ま
す
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
有
識
者
に
よ
る
検
討

会
で
、
土
砂
流
出
防
止
対
策
の
必
要
性
に

つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
今
年
、

日
光
署
に
お
い
て
、
優
先
し
て
対
策
を
講

じ
る
箇
所
の
検
討
を
実
施
。
そ
の
後
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
得
て
復
旧
作
業
の

実
施
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
土
木
作
業
や
林
業
に
経
験
の

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
35
名
と
署
員
の
計
42

名
が
参
加
。

バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
作
設
し
た
石
積
に
よ
る

水
路
の
整
形
、
丸
太
を
組
ん
だ
木
柵
の
作

設
、
と
い
っ
た
洗
掘
・
土
砂
流
出
防
止
対

策
の
仕
上
げ
作
業
を
、
２
時
間
程
度
で
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

対
策
を
実
施
し
た
箇
所
の
ゲ
レ
ン
デ
下

部
は
、
今
後
、
表
土
の
安
定
に
よ
っ
て
周

辺
に
あ
る
カ
ラ
マ
ツ
や
ス
ス
キ
な
ど
に
よ

る
植
生
回
復
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
後
も
経
過
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

森
林
回
復
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
技
術
専
門
官

高
木
義
晴
）

﹇
棚
倉
署
﹈
10
月
16
日 （
木
）、
当
署
管
内
の

入
山
国
有
林
52
林
班
に
お
い
て
、
地
元
林

業
事
業
体
主
催
に
よ
る
素
材
生
産
技
術
の

向
上
を
目
指
し
た
造
材
研
修
会
が
、
組
合

全
従
業
員
、
当
署
担
当
職
員
、
森
林
官
を

含
む
70
余
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
の
後
、
各
事
業
体
８
社
と

森
林
官
班
の
９
班
に
分
か
れ
て
、
用
意
さ

れ
た
９
本
の
試
供
全
幹
材
に
つ
い
て
、
慎

重
に
採
材
を
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
各
班
の
採
材
方
法
に
違
い

が
あ
る
事
が
解
り
、
最
も
有
効
な
採
材
方

法
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
の
分
か
れ
た
試
供

木
は
実
際
に
造
材
し
、
参
加
者
全
員
が
採

材
方
法
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

午
後
は
地
元
製
材
工
場
の
見
学
を
行
い
、

同
社
の
採
材
方
法
や
加
工
工
程
な
ど
に
つ

い
て
話
を
聞
き
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
理
事
長
か
ら
「
今
回
の
研
修

で
得
た
こ
と
を
今
後
の
製
品
生
産
事
業
の

有
利
採
材
に
生
か
し
て
い
く
、
有
意
義
な

研
修
会
で
あ
っ
た
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

   （
販
売
係

山
部
洋
士
）

各
署
便
り

各
署
便
り

協定書を取り交わす穂積代表（右）
と樋口支署長（左）
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遊
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﹂
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会
を
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催
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﹇
静
岡
署
﹈
当
署
で
は
、
例
年
、
富
士
山
国

有
林
に
国
民
の
皆
様
を
ご
案
内
し
、
ど
の

よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
か
、
職
員

が
直
接
現
地
で
説
明
し
、
そ
の
役
割
、
必

要
性
等
に
つ
い
て
、
理
解
を
求
め
る
た
め

の
「
国
有
林
見
学
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
、
み
ご
と
な
秋
晴
れ
と
な
っ

た
10
月
17
日
（
金
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

32
名
の
参
加
者
と
署
職
員
が
富
士
駅
に

９
時
に
集
合
し
て
、
富
士
山
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
途
中
、
雲
一
つ
無
く
山
頂
部
を

白
く
染
め
た
富
士
山
の
絶
景
に
、
参
加
者

か
ら
驚
嘆
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

富
士
山
国
有
林
で
は
、
ま
ず
最
初
に
、

日
本
有
数
の
崩
壊
地
で
あ
る
大
沢
崩
れ
で
、

「
景
観
に
配
慮
し
た
治
山
工
法
」
と
し
て
、

現
場
で
採
取
し
た
岩
石
を
利
用
し
た
巨
石

護
岸
工
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
昨
年
実
施
し
た
間
伐
箇
所
に
移

動
し
、
森
林
官
か
ら
間
伐
の
必
要
性
、
当

該
森
林
の
今
後
の
取
扱
の
考
え
方
な
ど
を

説
明
し
、
流
域
管
理
調
整
官
が
地
球
温
暖

化
防
止
の
観
点
か
ら
、
森
林
整
備
の
必
要

性
を
話
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
丁
寧
な
説
明
で
良
く

分
か
っ
た
。
国
有
林
を
身
近
に
感
じ
た
。

来
年
も
是
非
参
加
し
た
い
。」
な
ど
概
ね
好

評
で
あ
り
ま
し
た
が
「
も
っ
と
、
森
林
内
を

散
策
し
た
い
。」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

（
広
報
連
絡
官

谷
山
博
則
）

﹇
下
越
署
﹈
10
月
25
日
（
土
）、
胎
内
市
立

中
条
小
学
校
の
つ
ば
さ
っ
子
秋
祭
り
（
出

前
教
室
）
に
初
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
つ

ば
さ
っ
子
秋
祭
り
は
地
域
の
指
導
者
を
中

心
に
40
組
の
教
室
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
室
に
約
10
名
ず
つ
の
生
徒
が
午
前
、

午
後
に
別
れ
、
じ
っ
く
り
と
出
前
教
室
を

学
ぶ
も
の
で
す
。

当
署
か
ら
は
木
工
教
室
で
出
店
し
ま
し

た
が
、
お
な
じ
み
の
モ
ッ
ク
ン
づ
く
り
・

し
お
り
づ
く
り
・
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
・

巣
箱
づ
く
り
な
ど
、
一
人
が
い
く
つ
も
作

れ
る
よ
う
材
料
を
豊
富
に
用
意
し
た
結
果
、

午
前
の
部
の
小
学
一
年
生
〜
三
年
生
は
２

時
間
の
立
っ
た
ま
ま
で
の
工
作
の
た
め
途

中
座
ら
せ
る
予
定
で
し
た
が
集
中
し
て
い

る
の
か
誰
一
人
座
っ
て
作
る
人
は
な
く
、

講
師
も
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

ま
た
、
午
後
の
部
は
四
年
生
〜
六
年
生

で
し
た
が
、
さ
す
が
に
上
級
生
で
す
。
女

子
生
徒
が
一
人
で
巣
箱
作
り
に
挑
戦
し
、

み
ご
と
り
っ
ぱ
な
巣
箱
を
完
成
し
ま
し
た
。

一
方
、
男
子
は
し
お
り
・
モ
ッ
ク
ン
づ
く

り
に
熱
中
し
時
代
の
変
化
を
垣
間
見
る
一

幕
も
あ
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
今
後
の
参
考
に
他
の
出
前

教
室
を
と
思
い
ま
し
た
が
、
生
徒
達
の
指

導
に
奔
走
し
結
局
見
学
は
出
来
な
い
ほ
ど

忙
し
い
出
前
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

（
流
域
管
理
調
整
官

富
樫
仁
栄
）

﹇
上
越
署
﹈
10
月
６
日
（
月
）
か
ら
10
月
９

日
（
木
）
に
か
け
、
妙
高
市
内
に
あ
る
「
国

際
ア
ウ
ト
ド
ア
専
門
学
校
」
の
一
年
生
13

名
が
、
笹
ヶ
峰
高
原
に
あ
る
地
蔵
山
国
有

林
夢
見
平
に
お
い
て
、
除
伐
や
間
伐
を
は

じ
め
と
す
る
林
業
の
体
験
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

初
日
は
、
署
長
が
講
師
と
な
っ
て
「
森

林
・
林
業
の
動
向
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
話
を
行
い
、
生
徒
達
か
ら
「
国

内
外
産
の
木
材
価
格
の
状
況
」
や
「
割
り

箸
の
利
用
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
質
問
が
あ
る
等
、
熱
心
な
受
講
姿

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
行
わ
れ
た
実
習
で
は
、
冒
頭
、

作
業
に
当
た
っ
て
の
心
構
え
や
安
全
作
業

の
手
順
、
除
伐
や
間
伐
の
必
要
性
に
つ
い

て
学
習
し
た
後
、
実
際
に
の
こ
ぎ
り
や
草

刈
り
機
と
い
っ
た
道
具
を
使
用
し
て
、
伸

び
き
っ
た
下
草
の
刈
り
払
い
や
形
質
の
悪

い
侵
入
木
等
を
伐
倒
す
る
等
、
慣
れ
な
い

作
業
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、
実
習
の

終
わ
り
に
は
、「
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
流
域
管
理
調
整
官

山
下

聡
）
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●
●
●
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●
●
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●

﹁
国
際
ア
ウ
ト
ド
ア
専
門
学
校
生
﹂

に
よ
る
林
業
実
習 しおり・モックンづくりに挑戦 

「景観に配慮した治山工法」の説明

「国際アウトドア専門学校生」の林業実習

●
●
●
●
●
●
●
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●
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国
有
林
見
学
会
の
実
施
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●
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●
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●
●

つ
ば
さ
っ
子
秋
祭
り
に
初
参
加 
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て
、
小
学
生
及
び
一
般
市
民
等
を
対
象
に

炭
焼
き
体
験
等
の
森
林
環
境
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

森
林
官
と
し
て
昨
年
初
め
て
当
森
林
事

務
所
に
着
任
し
、
地
元
の
方
言
や
現
地
の

把
握
、
更
に
は
大
量
に
生
息
す
る
ヤ
マ
ビ

ル
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
は
、
今
後
５
年
間
の
森
林
計
画

を
立
て
る
た
め
の
予
備
編
成
の
実
施
期
間

に
な
っ
て
お
り
、
図
面
片
手
に
デ
ジ
カ
メ

を
持
っ
て
、
伐
採
及
び
更
新
予
定
箇
所
の

把
握
な
ど
、
通
常
業
務
と
並
行
し
て
外
業

及
び
内
業
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

２
年
目
と
な
り
業
務
や
私
生
活
に
も
少

し
ゆ
と
り
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

安
心
す
る
こ
と
な
く
職
場
の
諸
先
輩
の
ご

指
導
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
３
年
目
を
迎
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

毎
年
７
月
か
ら
11
月
上
旬
と
い
う
短
い

期
間
の
み
通
行
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

沿
線
に
は
三
面
ダ
ム
湖
に
浮
か
ぶ
二
子
島

森
林
公
園
や
、
全
国
水
源
の
森
百
選
に
選

ば
れ
た
ブ
ナ
の
原
生
林
、
新
潟
景
勝
百
選

に
選
ば
れ
た
県
境
の
展
望
箇
所
な
ど
が
あ

り
、
紅
葉
の
時
期
な
ど
に
は
県
内
外
か
ら

多
数
の
行
楽
客
が
訪
れ
ま
す
。

森
林
事
務
所
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
、
平
成
12
年
度
に
、
三
面
川
上
流
の

国
有
林
約
２
８
４
㌶
を
「
さ
け
の
森も

り林
」

と
し
て
、
さ
け
の
森
林
づ
く
り
推
進
協
議

会
と
協
定
を
締
結
し
、
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
緑
の
少
年
団
が
沢
山
の
鮭
が
三
面
川

に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
ブ
ナ

の
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
館
腰
苗
畑
跡
地
に
お
い
て
は

ブ
ナ
等
の
植
樹
を
行
い
、
平
成
17
年
度
以

降
は
「
ふ
れ
あ
い
里
山
の
森
」
と
名
付
け

地
域
一
帯
に
は
、
多
様
な
動
植
物
が
生
息

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
森
林
生
態
系
を
維
持
・
保

護
・
保
存
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
15
年
３
月
に
山
形
・
新
潟
に
ま
た
が
っ

て
全
国
最
大
規
模
と
な
る
約
７
万
㌶
の
朝

日
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地
域
が
設
定
さ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
巡
視
員
の
方
々

が
保
護
管
理
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
管
内
２
万
㌶
の
朝
日
山
地
内
に

は
、
山
形
県
の
鶴
岡
市
と
村
上
市
を
結
ぶ

県
道
（
朝
日
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ン
、
総
延
長

５
２
．
１
㌔
㍍
）
が
縦
断
し
て
い
ま
す
。

当
森
林
事
務
所
は
、
鮭
が
遡
上
す
る

こ
と
で
有
名
な
三み

お
も
て
が
わ

面
川
が
流
れ
る
新
潟
県

北
部
の
村
上
市
（
旧
朝
日
村
）
に
位
置

し
、
山
形
県
境
ま
で
の
朝
日
山
地
一
帯
約

３
万
３
千
㌶
の
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま

す
。
管
内
の
人
工
林
は
１
割
程
度
で
、
ス

ギ
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

残
り
９
割
は
天
然
林
で
、
11
月
下
旬
か

ら
５
月
下
旬
ま
で
雪
で
閉
ざ
さ
れ
る
た
め
、

ブ
ナ
を
始
め
と
し
、
ト
チ
ノ
キ
や
ケ
ヤ
キ
、

ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
原
生
的
な
森
林
が
残
さ

れ
て
お
り
、
朝
日
連
峰
と
呼
ば
れ
る
こ
の

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

下
越
森
林
管
理
署  

村
上
支
署  

館
腰
森
林
事
務
所

  

森
林
官

鈴

木

暁あ
き

亜つ
ぐ

スーパーラインより朝日山地を望む 

「ふれあい里山の森」体験

鮭漁の最盛期を迎える三面川

「さけの森林づくり」ボランティアの皆さん
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「
森
の
情
報
館
」
は
、
平
成
19
年
３
月

に
静
岡
県
に
よ
り
、
今
ま
で
の
資
料
を
生

か
し
な
が
ら
新
し
い
展
示
物
も
加
え
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
入
館

料
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
気

軽
に
入
館
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
伊
豆
森
林
管
理
署
か
ら
お
借
り
し
て

い
る
樹
齢
千
年
に
も
及
ぶ
神
代
檜

や
樹
齢
七
百
年
余
り
の
神
代
杉
の

実
物
樹
幹
、
ま
た
、
明
治
時
代
の

「
貸
地
に
関
す
る
書
類
」
な
ど
貴
重

な
資
料
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

 

「
伊
豆
近
代
文
学
博
物
館
」
は
、

天
城
出
身
の
井
上
靖
の
生
い
立
ち

や
、
井
上
文
学
と
天
城
と
の
深
い

つ
な
が
り
を
解
説
し
て
お
り
、
川

端
康
成
を
含
め
、
伊
豆
に
ゆ
か
り

の
あ
る
作
家
百
名
程
の
資
料
を
、
伊
東
、

下
田
な
ど
伊
豆
を
い
く
つ
か
の
エ
リ
ア
に

分
け
て
紹
介
し
、
地
理
的
に
わ
か
り
易
い

形
で
展
示
し
て
い

ま
す
。
周
辺
に
多

く
点
在
す
る
文
学

碑
や
ゆ
か
り
の
場

所
も
紹
介
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
立

ち
寄
ら
れ
た
方
が

伊
豆
散
策
を
楽

し
む
手
助
け
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
文
学
館
を

出
る
と
庭
園
が
広

が
っ
て
お
り
、
秋
に
は
も
み
じ
が
大
変
き

れ
い
に
紅
葉
し
ま
す
。

ま
た
、
国
道
４
１
４
号
線
を
は
さ
ん
だ

向
か
い
側
の
山
の
斜
面
で
は
、
４
月
〜
５

月
に
か
け
て
約
一
万
本
の
石
楠
花
が
咲
き

誇
り
ま
す
。
標
高
の
高
い
天
城
の
森
の
中

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
毎
年
き
れ
い
な
花
を

咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
天
城

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
も
入
園

料
が
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
お
立
ち
寄
り
下

さ
い
。

豊
か
な
天
城
山
の
森
林
の

中
に
あ
り
、訪
れ
た
方
が
ほ
っ

と
一
息
つ
け
る
場
所
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
「
昭
和
の
森
会

館
」
の
維
持
管
理
に
努
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

視視

昭
和
の
森
会
館  

支
配
人

土
屋

和
代

天
城
山
の
懐
に
抱
か
れ
た

  

「
昭
和
の
森
会
館
」

 

「
昭
和
の
森

会
館
」
は
、

そ
の
天
城
峠

の
隧
道
か
ら

修
善
寺
方
面

に
車
で
10
分

程
の
と
こ
ろ

に
あ
り
、
道

の
駅
「
天
城

越
え
」
と
し

て
も
多
く
の

ハ
イ
カ
ー
や
観
光
客
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

昭
和
天
皇
在
位
50
年
を
記
念
し
て
、
昭

和
天
皇
に
ゆ
か
り
の
深
い
天
城
山
自
然
休

養
林
（
国
有
林
）
が
、
昭
和
53
年
３
月
31

日
に
「
昭
和
の
森
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
基
幹
施
設
と
し
て
「
昭
和
の
森
会
館
」

が
昭
和
55
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
は
、
自
然
、
詩
情
に
あ
ふ
れ
、

多
く
の
文
学
者
も
訪
れ
て
お
り
、
昭
和
の

森
会
館
は
天
城
山
の
林
野
に
関
す
る
「
森

の
情
報
館
」
と
伊
豆
に
関
わ
り
の
あ
っ
た

作
家
の
資
料
を
集
め
た
「
伊
豆
近
代
文
学

博
物
館
」
の
二
つ
の
博
物
館
か
ら
な
っ
て

お
り
ま
す
。

視の
私
点視
の
私
点

 

「
道
が
つ
づ
ら
折
り
に
な
っ
て
、
い
よ

い
よ
天
城
峠
に
近
づ
い
た
と
思
う
頃
、
雨

脚
が
杉
の
密
林
を
白
く
染
め
な
が
ら
、
す

さ
ま
じ
い
早
さ
で
麓
か
ら
私
を
追
っ
て
来

た
…
…
…
。」

有
名
な
川
端
康
成
の
「
伊
豆
の
踊
子
」

の
冒
頭
の
部
分
で
す
。
天
城
隧
道
は
今
も

ひ
ん
や
り
と
し
て
当
時
の
雰
囲
気
を
残
し

て
い
ま
す
。
隧
道
へ
行
く
ま
で
の
道
は
昔

な
が
ら
の
砂
利
道
で
、
こ
の
道
を
歩
い
て

い
る
と
、
慌
し
い
日
常
か
ら
開
放
さ
れ
た

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

昭和の森会館

伊豆近代文学博物館

グリーンガーデンの石楠花

森の情報館
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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
子
供
達
に
楽

し
み
な
が
ら
樹
木
の
名
前
を
覚
え
て
も
ら

い
、
森
林
や
林
業
に
も
興
味
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
「
子
ど
も
樹
木
博
士
」
認
定
活

動
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

10
月
21
日
（
火
）、
安
中
市
立
九つ

く

も
十
九
小

学
校
の
三 

・ 

四
年
生
を
対
象
に
小
根
山
森

林
公
園
で
、
翌
22
日
（
水
）
に
は
前
橋
市

立
岩
神
小
学
校
の
三
年
生
を
対
象
に
局
前

庭
で
実
施
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
で
も
「
ス
ギ
の
葉
っ
ぱ
か
ら
作

ら
れ
る
も
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
」
と
い
っ

た
問
題
に
、
参
加
児
童
は
元
気
よ
く
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
木
の
幹
や
葉
に
触
れ
な

が
ら
興
味
深
そ
う
に
樹
木
の
名
前
を
覚
え

て
い
ま
し
た
。

局
で
は
樹
木
博
士
の
後
に
木
工
教
室
を

行
い
、
間
伐
材
の
ミ
ニ
い
す
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。「
金
づ
ち
を
使
う
の
は
初
め
て
」

と
い
う
児
童
も
い
ま
し
た
が
、
友
達
と
協

力
し
合
っ
て
立
派
な
作
品
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。

閉
会
式
で
、
成
績
優
秀
と
認
め
ら
れ
た

児
童
全
員
に
「
子
ど
も
樹
木
博
士
」
の
認

定
証
を
渡
す
と
、
歓
声
と
と
も
に
「
楽
し

か
っ
た
」「
ま
た
や
り
た
い
」
等
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
天
気
に
恵
ま
れ
、

大
変
充
実
し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

（
指
導
普
及
課
）

昨
年
８
月
、
尾
瀬
国
立
公
園
が
誕
生
、

今
年
８
月
に
は
当
支
署
管
内
の
檜
枝
岐

村
を
メ
イ
ン
会
場
に
常
陸
宮
さ
ま
ご
夫

妻
を
お
迎
え
し
て
、「
自
然
公
園
ふ
れ
あ

い
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
今
年
の

尾
瀬
も
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
の
心
に
「
夏

の
思
い
出
」
を
刻
み
込
ん
だ
こ
と
と
思

い
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、
そ
ん
な
夏
の
尾
瀬
と

は
対
照
的
な
「
冬
の
思
い
出
」
に
残
る

旧
尾
瀬
山
荘
（
現
在
、
環
境
省
所
管
）

の
平
成
７
年
の
除
雪
作
業
の
ひ
と
こ
ま

で
す
。

尾
瀬
山
荘
は
尾
瀬
沼
の
東
岸
に
存
在

し
、
尾
瀬
地
域
を
管
理
す
る
職
員
の
宿

泊
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当

時
は
ま
だ
平
屋
造
り
の
た
め
、
冬
季

間
は
ス
ッ
ポ
リ
雪
に
埋
も
れ
て
し
ま
い

倒
壊
の
危
険
が
あ
り
降
雪
が
ピ
ー
ク
に

達
す
る
毎
年
２
月
上
旬
頃
、
５
〜
６
名

の
職
員
が
２
泊
３
日
の
行
程
で
除
雪
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

署
か
ら
山
荘
へ
は
、
檜
枝
岐
村
ま
で

車
で
１
時
間
、
村
の
雪
上
車
で
沼
山
峠

ま
で
２
時
間
、
さ
ら
に
ス
キ
ー
で
尾
瀬

沼
ま
で
２
時
間
の
合
計
約
５
時
間
を
要

し
ま
す
。

１
日
目
は
除
雪
の
準
備
で
終
了
、
２

日
目
か
ら
本
格
的
な
除
雪
作
業
と
な
っ

て
、
屋
根
に
積
も
っ
た
４
〜
５
㍍
の
雪

を
降
ろ
し
、
そ
の
雪
を
周
辺
に
片
付
け

る
作
業
で
１
日
が
終
わ
り
、
３
日
目
に

片
付
け
を
し
て
帰
路
に
着
き
、
夕
方
、

署
に
到
着
す
る
と
い
う
心
身
と
も
に
大

変
な
作
業
で
し
た
。

ま
た
、
そ
の
年
の
降
雪
状
況
に
よ
っ

て
は
年
２
回
の
除
雪
と
な
っ
た
こ
と
や
、

作
業
を
終
え
た
次
の
朝
に
は
、
一
晩
で

降
ろ
し
た
雪
と
同
じ
位
の
新
雪
の
た
め
、

急
き
ょ
帰
署
を
延
長
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
除
雪
隊
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
天

候
が
変
わ
る
と
い
う
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
尾
瀬
も
今
は
一
面
白
銀
の
世

界
、
再
び
元
気
な
ハ
イ
カ
ー
達
の
声
が

聞
こ
え
る
春
を
、
静
か
に
待
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

（
南
会
津
支
署  

広
報
連
絡
官

  

髙
橋
昌
明
）
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一枚の写真

山荘の除雪作業

ミニいす作りに挑戦中の岩神小児童

子
ど
も
樹
木
博
士

認
定
活
動
を
実
施

クイズに答える九十九小児童
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